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自己評価と学校関係者評価の改善を目指して

東郷町立春木中学校

１ 学校概要

東郷町は名古屋市の東郊の愛知郡２町の一つである。本校は東郷町の２番目の中学校として，昭和

58年４月１日東郷中学校より分離独立し開校した。校区は町の南部，主要地方道名古屋岡崎線をはさ

む春木地区の大部分で，春木台小学校区，音貝小学校区と19年度４月に開校した兵庫小学校区を合わ

せた区域である。田園風景が点在し，牧歌的な雰囲気の残るのどかな校区である。

本校の教育目標は校訓の「伸びよう 清く たくましく」を基盤に「生徒の側に立った，魂にくい

いる教育」を前提として，「知・徳・体」の調和のとれた人間性豊かな実践力のある人間形成を目標

とし教育活動を進めている。

校 訓 目 標 と す る 生 徒 像

伸びよう
→

英知－自ら学ぶ意欲をもち，深く考え，社会の変化に主体的に対応できる生徒

清く 自律－いのちを尊び，礼節を重んじ，こころ豊かな生活を築くことのできる生徒

たくましく 剛健－こころやからだを積極的に鍛え，忍耐強くたくましく生きる生徒

２ 平成17年度までの学校評価

(1) 自己評価とその公表 【資料１ 保護者アンケート】

平成17年度までの本校の学校評価は，平

成14年度から継続している，１・２学期の

個別懇談会時に行った学校行事に関する保

護者アンケート（１学期…野外活動・修学

旅行，２学期…体育大会・春木祭）（資料１）

と教職員が年度末に行う各部会反省を行う

にとどまっていた。年度末の各部会の反省

については，１月中旬～２月上旬に教職員

個々が各部の「成果と反省」「今後の課題（改

善点）」に分けたファイルに期限までに自由

に書き込み，その内容を踏まえて各部会で

反省を行う方法をとった。

保護者アンケート結果については，自由

記載の意見を除いたものを学年通信で保護

者に公表した。（資料２）自由記載の意見に

ついては，個人的な意見や偏りのある内容のものが多いと判断したので，学年通信への掲載はせず，

一部保護者の意見として教職員のみに知らせた。また，教職員の年度末反省については，学校評議員

会において学校評議員に提示・説明した。出てきた意見については，保護者への公表はせず，２月下

旬の職員会議にて，各部会担当者からの「反省事項」と「次年度への課題」として提案した。

(2) 学校関係者評価（外部評価）

本校では学校関係者評価（外部評価）を学校評議員に依頼してきた。平成17年度までは，例年８月

野外活動（キャンプ）の感想を以下のアンケートでお知らせください。

※ 回答方法：該当する欄に○をつけてください。

項 目
思う 少し思う あま り 思わ ない

思わない

１ 学年からのお知らせにより、事

前に活動内容が分かりましたか。

２ 子どもさんの活動意欲は高まっ

ていましたか。

３ 生徒の主体性を育てる取組にな

っていましたか。

４ 子どもさんは、校外学習を楽し

みにしていましたか。

５ 子どもさんは校外学習を楽しん

できましたか。

６ 今回の活動は、子どもさんの今

後の生活に生きると思いますか。

その他、お気付きのことがありましたらお書きください。
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下旬若しくは９月上旬及び３月の年２回行 【資料２ 保護者アンケート結果】

っていた。９月には学校評議員に教育目標，

経営方針等の説明及び１学期保護者アンケ

ートの結果の説明を行った。また，３月に

は，12月に行った２学期保護者アンケート

と２月に行った年度末の各部会反省の結果

の説明を行い，意見を求めた。また，体育

大会や卒業式には来賓として出席していた

だき，実際の様子を見ていただいた中で意

見を聞いた。

(3) 反省と課題

本来学校評価は，教育の成果の検証のた

めの主要な手段でなければならない。した

がって，教育目標をはじめ，経営方針・重

点努力目標実現を目指した指導計画を作成

し(Plan)，共通理解の下に教育活動を展開

し(Do)，その達成状況を把握・整理し，取

組の適切さを検証し(Check)，組織的・継

続的に教育の改善を図らなければならない

(Action)。

また，結果の説明や公表により保護者や

地域からの理解と参画を得た中で，信頼さ

れる，より開かれた学校づくりを進めるべ

きである。そして何よりも，生徒や保護者，

そして教職員が教育の成果を実感し，更な

る前進に結び付くためのものでなければな

らない。残念ながら，本校のこれまでの学

校評価は前述のＰＤＣＡのサイクルになっ

ていたとは言えず，単発的な行事に対する保護者へのアンケートと教員による年度末の部会反省を次

年度計画立案の参考になるように申し送るにとどまっていた。平成17年度までの学校評価の主な反省

として次の点がある。

① 具体的な目標や指標がはっきりとしていなかった。

② 計画的な学校評価がなされていなかった。学校関係者評価（外部評価）については実質的に，

３月の学校評議員会の１回のみであった。

③ 評価者に生徒が入っていない。また，保護者についても行事に対する評価を行うのみであった。

④ 学校評価委員会等の組織として学校評価に取り組んでいなかった。

⑤ これまで，１・２学期の保護者アンケートの結果のみを学年通信に掲載して保護者に公表して

きたが，公表というには不十分だった。

⑥ 目標(Plan)－実行(Do)－評価(Check)－改善(Action)のＰＤＣＡのサイクルに基づいた学校評

価となっていなかった。

平成１7年度 ２年生 １学期 学校アンケート集計結果

野外活動について 対象：２学年保護者（１０３名回答） 70.5%

思う４点、少し思う３点、あまり思わない２点、思わない１点で集計

番号 項 目 思う 少し思う あまり思わない 思わない 得点 平均(４点満点）

1
学年からのお知らせにより、事前

59 36 3 0 350 3.6
に活動内容が分かりましたか。

2
子どもさんの活動意欲は高

59 29 13 1 350 3.4

まっていましたか。

3
生徒の主体性を育てる取

52 46 3 1 353 3.5

組になっていましたか。

4
子どもさんは、野外活動を

70 25 7 1 370 3.6

楽しみにしていましたか。

5
子どもさんは野外活動を楽

79 17 6 1 380 3.7
しんできましたか。

6
今回の活動は、子どもさんの今

64 32 4 0 360 3.6
後の生活に生きると思いますか。

0.0

1.0

2 .0

3 .0

4 .0
1

2

3

4

5

6



-春中 3 -

３ 平成18年度以降の取組

(1) 目標設定

平成18年度からは平成17年度の反省をかんがみ，４月の第１回目の職員会議において，校長より教

育目標，経営方針，18年度の重点努力目標に加え，具体的方策（別添資料３）が示された。これは，

17年度までと比較し，教職員にとってより具体的ではっきりとした目標となった。また，入学式や始

業式，ＰＴＡ総会に保護者に対し，教育目標，経営方針等について直接校長が説明をした。生徒には

朝会等機会のあるごとに具体的な例を交え，目標にかかわる講話を行った。

(2) 学校評価の組織と評価計画

ア 学校評価の組織

学校評価を進めていく上で，その大切さを全教職員が理解し，組織として取り組むことが大切であ

る。これまで本校では学校評価については教頭が内容・方法・集約・分析等についてのほとんどを担

ってきた。しかし，多くの教職員が組織的にかかわることにより，学校評価はより的確なものになる。

そこで，既存の組織である運営委員会を学校評価委員会とし，組織として機能できるように考えた。

（図１）

また，学校評価ガイドラインにも示されるように，学校の自己評価の客観性を高め，教育活動その

他の学校運営の改善が適切に行われるようにすることを目的として学校関係者評価（外部評価）委員

会の設置も行った。学校関係者評価（外部評価）委員の選出は，的確な学校関係者評価（外部評価）

を行う上において，大変大きなウェートを占める。的確な学校関係者評価（外部評価）を行うために

は，評価を行うに足る識見をもち合わせた方に，学校や地域住民の実情を把握した上で評価していた

だくことが望ましい。平成19年度のメンバーは前教育委員長，元ＰＴＡ会長，元ＰＴＡ母親代表，地

域の医療法人顧問，地域合唱サークル代表者に就任を依頼した。

学校の情報については，なるべく多く知っていただけるように各種行事への案内を出したり，学校

新聞，地域広報紙などを送付したりした。体育大会や教育講演会，文化祭では率直な感想を聞くこと

ができた。

【図１ 学校評価の組織】

教務事務
学校関係者評価（外部評価）委員会(学校評議員会) 教科・道徳

特別活動（生徒会）
総合的な学習の時間

校長・教頭 学校評価委員会（運営委員会） 生徒指導
進路指導
美化指導

ＰＴＡ役員・委員会 保 護 者 保健指導
その他

イ 評価計画

教育目標実現に向け，具体的実践を行った結果をどの時期にどのように評価し，いかにその後の計

画に反映させて教育活動を改善していくべきか，これらのことについては十分な検討が必要とされる。

本校では，評価段階を中間部のない４段階とし，具体的な方策がどこまで達成できたかをアンケー

ト形式で把握するように取り組んできた。そして平成18年度からは，教育目標の具現に向けて，校長

から出された「具体的な方策」に対応したアンケート調査（資料４）を１・２学期終了後に行うこと

にした。そのことによって目標の実現の度合いを分析し，必要に応じて新たな方向性を見いだせるよ

うに考えた。また，保護者アンケートについては，平成18年度後期より，これまで行ってきた行事ア



平成１９年度 １学期 保護者 学校アンケート

項 目 そう思う 少し思う
あまり まったく

思わない 思わない

学校は、教育(指導)方針や教育活動

を保護者にきちんと説明している。

学校は、学校の様子を多くの保護者や

地域の人に知ってもらう努力をしている。

学校は、生徒の気持ちを理解するよ

うに努め、一人一人を大切にしている。

学校は、生徒一人一人に応じた授業を

心がけている。

学校は、「いいことはいい」「悪いことは

悪い」という指導を適切に行っている。

学校は、校舎内外の施設設備の充実に

取り組み環境の美化・整備に努めている。

学校は、体育大会や文化祭などの

学校行事を工夫して行っている。

学校は、生徒が部活動に参加しやすい

ように努めている。

春木中の生徒は、さわやかなあいさつや、

しっかりとした身だしなみができる。

お子さんは、学校に通うのを楽しみにしている。
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ンケートをやめ，学校運営全般に対する保護者からの評価や意見が分かるように，10項目のアンケー

ト（資料５）に変更した。

【資料４ 18年度１学期 生徒・教職員アンケート】

【資料５ 19年度１学期アンケート】

また，単なる数値のみにこだわらず，「生徒

が何をしたか」「教職員は何をやったか」「地域

からこのような声があった」など，実際に起

こったことについても大切な評価の一部分と

してとらえていくことにした。

平成17年度までの学校関係者評価（外部評

価）については，学校評議員会時に合わせて

実施されていた関係から，例年９月と３月の

開催となっていた。学校関係者評価（外部評

価）の意義を考えれば，９月になってから教

育目標をはじめ，諸計画を説明し，意見聴取

をしていては，せっかくの意見も取り入れる

機会を逸してしまうことになりかねない。

そこで，平成18年度以降は５月に学校評議

員会を開催し，学校運営について意見を聞く

機会とした。（表１）

平成１８年度 １学期 生徒向けアンケート 氏名

該当する項目に○印をつけて下さい。該当しない項目は空欄で結構です。

だいたい あまり できな
番号 生徒アンケート項目 できた できた できなかった かった

授業の開始にはチャイム着
１

席できましたか

２
授業の開始や終了のあいさ

つはしっかりできましたか

３
説明や発言を最後まで集中し

て聞くことができましたか

４
予習や復習を行うことがで

きましたか

５
先生は、あなたの理解度に合った

授業を行ってくれたと思いますか

ＴＴや少人数での授業は効

６ 果があると思いますか（数

学・英語）

７
授業の目標を理解して授業を

受けることができましたか

８
あいさつや正しい言葉遣い

ができましたか

９
きちんとした身だしなみで

生活できましたか

10
時間を守って行動できまし

たか

11
不注意や悪ふざけで発生する怪我

のないように生活できましたか

12
ガラスや物を壊さないように

意識して生活できましたか

13
身の回りをきれいにしよう

とすることができましたか

生活面について先生方の言わ

14 れることはだいたい同じよう

な内容であると思いますか

平成１８年度 １学期 教師向けアンケート

今年度の教育目標の具体的方策について、１学期の自らの指導を振り返ってください。

該当する項目に○印をつけて下さい。該当しない項目は空欄で結構です。

番号 教師アンケート項目 できた だいたいできた あまりできなかった できなかった

１
チャイム着席をさせた授業

の開始

２
授業の開始や終了時のあい

さつ

３
説明や発言を最後まで集中

して聞く姿勢

４ 予習や復習の習慣化

５
基礎・基本の定着と発展的

な学習を取り入れた指導

６
ＴＴや少人数指導の効果的

活用（数学・英語）

７
指導と評価の一体化を図る

ための努力

８ あいさつ・言葉遣いの指導

９ 身だしなみ指導

10 時間を守らせる指導

11
不注意や悪ふざけに起因す

る怪我の撲滅

12
ガラス破損・器物損壊の削

減への努力

13
環境美化（含む教室環境）

に対する意識化

14
指導体制について共通理解

「報・連・相」
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【表１ 評価計画】

自 己 評 価 学校関係者評価
月

生 徒 評 価 保護者評価 教職員評価 （外部評価）

５
学校関係者評価
（外部評価）委員会

７
１学期アンケート １学期アンケート 分掌部会反省

１学期アンケート
８ 集約・分析 集約・分析 集約・分析

９
アンケート結果提示 アンケート結果提示 新たな目標設定 意見聴取
（意見集約…ＰＴＡ委員会） （意見集約…ＰＴＡ委員会） （学校関係者評価委員）

12
２学期アンケート ２学期アンケート ２学期アンケート
集約・分析 集約・分析 集約・分析

１
アンケート結果提示 アンケート結果提示
（意見集約…ＰＴＡ委員会） （意見集約…ＰＴＡ委員会）

２
年度末分掌･部会反省

３
次年度に向けての改善案の検討 学校関係者評価

（外部評価）委員会

ウ データ処理の効率化

学校評価において，アンケート調査後のデータ処理をいかに効率よく行うかは大きな課題である。

平成18年度までは，学級担任には学級の傾向や担任する生徒の保護者の意見や考えを把握する目的で

学級分の集計を依頼してきた。その結果を教頭が学年・全校に分けて処理していた。多くは手作業で

あり，費やす時間もかなりのものであった。平成19年度は，コンピュータに堪能な教員がフォームを
たんのう

作成した。担任が数値をフォームに打ち込めば自動的に学級・学年・全校の集計ができるようになっ

た。これまで行ってきた事務量が格段に減ったことは言うまでもない。

エ 結果の公表 【資料６ ホームページ】

学校は説明責任を果たすととも

に，保護者や地域住民と情報や課

題を共有するために，教育活動や

学校運営の状況について，積極的

に情報を提供することが求められ

ている。これまで行ってきた保護

者アンケートの結果については，

学年通信に該当各学年の結果を掲

載し知らせてきた。18年度からは

更に保護者，生徒をはじめ，広く

地域の方々に情報を提供できるよ

う学校のホームページ（資料６）

に掲載することにした。１学期の

保護者アンケートは保護者個々の

意見も含め，すべて掲載した。ま

た，本校ではこれまで学校の情報を地域へ発信するために「キャッチボール」（別添資料７）と名付

けた地域広報便りを年６～７回作成し，校区の区長さんを通じ地域の方々に配布してきた。この広報

便りにも評価結果を掲載していくことにした。
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オ 実践事例

(ｱ) 新たな目標の設定…18年度１学期アンケートから

８月の出校日に学校アンケート（資料４）を生徒と教職員それ

ぞれを対象に行った。これは教育目標実現に向けての具体的方策

（資料３）に対応したアンケート調査である。アンケート項目に

ついては，教職員側と生徒側の結果をすり合わせられるように考

えた。アンケートの結果（別添資料８－１，２）から，１学期間

の実践において不十分な点が浮き彫りとなった。特にアンケート

項目の19，20にある道徳指導については，４点満点のうち生徒・

教職員ともに２点台の前半という低い数値を示すものであった。 教務主任からの提案

また，生徒理解にかかわるアンケート項目の21では，教職員の取組の甘さ，23では教職員の手応えや

実感と生徒の意識の「ずれ」をみることができた。これらの結果を踏まえ，校長の指導・助言の下，

教務主任より学校評価委員会に２学期の重点目標として，「道徳の授業の充実」についての提案がな

された。学校評価委員会では，全校のデータはもとより，学年や学級ごとのデータについても，その

傾向を分析するとともに，対策について論議が深まった。平成18年９月７日（木）の職員会議では，

教務主任より「学校アンケートの考察と今後の重点目標」と題し，「人に対する思いやり・公共心・

責任感の向上に向け努力する→道徳の時間を大切にする意識を高め，学級の現状を的確にとらえた上

で道徳の授業を完全実施していく」という提案がなされた。

(ｲ) あいさつ運動の実施

平成19年度の１学期の学校アンケート結果（別添資料８

－３）では，あいさつ・身だしなみの項目の肯定率で生徒

は81.5％，教職員は75.9％の数値を示した。しかし，保護

者からのアンケート結果ではあいさつ・身だしなみについ

ての肯定率は他の項目に比べ著しく低く64.7％であった。

また，自由記載の中には「学校内では，あいさつをしてく

れますが，外ではダメ」「あいさつ・身だしなみ等生活面で 生徒会執行部ビデオ編集

の指導をもう少し厳しくしていただきたいと思います」等の意見もあった。生徒会担当がこの「ずれ」

や意見に目を付け，生徒会に投げ掛けた。生徒会執行部が中心となり，春木中生のあいさつや身だし

なみに対するイメージを地域の方にインタビューをした様子や，「とある日の春中」と題し，マナー

の悪い生徒を題材とした寸劇をビデオ編集し，全校生徒に視聴させた。事後プリントからは，自らの

日ごろの生活を真剣に振り返る生徒の姿が見られた。

(ｳ) 保護者への理解…19年度１学期アンケートから

保護者からの意見は謙虚に受け止めるべきであるが，誤解と思われる部分については十分に理解を

していただけるように努力をするべきである。１学期の生徒アンケート結果（別添資料８－４）では，

「先生は，あなたの理解度に合った授業を行ってくれたと思いますか」の項目に対し80.0％の肯定率

であったが，保護者アンケートのほぼ同内容の「学校は，生徒一人一人に応じた授業を心掛けている」

の項目では60.5％の肯定率であった。生徒の多くが教職員の指導に対し肯定的であるにもかかわらず，

保護者からは厳しい評価結果である。学校評価委員会で検討した結果，直接授業を受けている生徒か

らのアンケート結果に重きを置くべきと結論付けた。保護者には学年通信でその分析結果を伝えるこ

とにした。
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(3) 自己評価書と学校関係者評価（外部評価）書

平成17年度までの学校評価では，自己評価書と学校関係者評価（外部評価）書のい「ずれ」も使用

せずに行ってきた。平成18年度については，１・２学期に行ってきた学校評価を，分かりやすくまと

めた状態にできないものかと考えたのが次の様式である。これは，自己評価書と学校関係者評価（外

部評価）書（資料９）を１枚の様式にすることにより，「教育目標」「具体的方策」「アンケート項目」

「アンケート結果」「総合的な自己評価と対策及び重点」を一時に見ることができるようにしたもの

である。学校関係者評価（外部評価）書の評価欄は「自己評価の適切さ」「重点の適切さ」をＡ～Ｄ

の４段階で評価するようにした。さらに，その下に意見欄を設けた。評価者から，「これまでとかく

資料が多く，評価の仕方が分かりづらい」という意見が出ていたが，「大変シンプルになり分かりや

すく，『対策及び重点』が具体的でよい」と好評を得た。平成18年度の学校関係者評価（外部評価）

書にある「対策及び重点」は，平成19年度の「具体的方策」の一部となった。

【 資料９ 自己評価書と学校関係者評価（外部評価）書】
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４ まとめと今後の課題

平成17年度までの反省の上に，新たに取り組み出した学校評価は，検討課題はあるものの少なから

ず手ごたえを感じた。実践事例はその一つである。集計されたアンケート調査結果に見入る教職員の

姿から，学校改善への意欲の現れを感じ取ることができた。

生徒・教職員いずれにおいても，明確な目標は新たな活動を生むこと，実践し評価し反省すること

は更なる意識の高まりにつながることを実感した。

主な成果と課題を次に掲げる。

＜成果＞

① 前年度の学校評価を参考に，教育目標具現に向けて具体的な方策が校長より出されるよ

うになり，目標や指標がより明確になった。

② 学校運営組織に学校評価委員会が位置付けられ，年間計画に評価計画が組み込まれた。

③ 結果について，積極的に公表するようになった。また，分析結果に基づき必要に応じて

その対策を講ずるなど柔軟な対応ができるようになった。

④ 自己評価書と学校関係者評価（外部評価）書を作成したことにより，学校評価を以前よ

り的確に行えるようになった。

⑤ フォームを作成したことにより，データ処理に費やす時間が圧倒的に減少した。

＜課題＞

① 生徒・保護者・教職員のアンケート項目を今後どのようにしていくか。

② より的確なデータ分析をいかに行うか。

③ 学校関係者評価（外部評価）委員の学校理解をいかに図っていくか。

④ 自己評価書と学校関係者評価（外部評価）書をどのように改善していくか。

⑤ 評価書の設置者への提出をどのように行っていくか。

今後も子供が輝く学校づくりのための学校評価を進めていきたい。
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平成18年度 教育目標…具体的方策
資料３

(1) 基礎・基本の定着

ア 学習規律の確立，学習習慣の定着に取り組む。

・チャイム着席，授業準備，開始終了時のあいさつ指導の徹底

・説明や発言は最後まで集中して聞く姿勢の育成

・家庭学習の習慣化の促進

イ 個に応じた指導の工夫・改善・充実に努める。

・基礎・基本の定着を図る指導と発展学習を視野に入れた指導

・ティームティーチングや少人数指導の活用（数学・英語）

・指導と評価の一体化を図る継続的な努力

ウ 選択教科の取組の充実を図る。

・ねらいの明確化と見通しをもった指導の確立

(2) 豊かな人間性の確立

ア 基本的生活習慣の確立を図る。

・あいさつ・言葉遣い・身だしなみ・時間・姿勢等についての指導の焦点化

・指導体制についての共通理解と「報告・連絡・相談」体制の確立

・環境美化（含む教室環境）に対する意識化

イ お互いのよさを認め合える仲間づくりやコミュニケーション能力を身に付けさせる。

・朝の会・帰りの会の充実

・互いの温かみを感じ合うことができる学級づくり

・一人一人が感動できる生徒主体の学校行事の充実・発展

ウ 教育相談活動の充実に努める。

・教育相談の力量を高める努力

・複数の目による生徒理解，組織的な連携，支援体制の確立

・スクールカウンセラー・心の教育相談員との連携

エ 道徳の授業の充実を図る。

・道徳の授業の時間の確保

・道徳の授業における指導法の工夫と指導力の向上

(3) 健康安全教育の推進

ア 安全な学校生活を送るための啓発教育の実践に努める。

・校内掲示の工夫と環境美化活動の推進

・不注意や悪ふざけに起因するけがの撲滅とガラス破損・器物損壊の削減への努力

イ 心身共に健康な体づくりを目指す。

・授業の充実

・体育的活動の充実

・部活動の充実

ウ 健康で安全な生活習慣を身に付けさせる。

・食，睡眠・休養についての指導の充実と家庭との連携

・危機に対する認識を深めさせる指導の場の確保

・心和む給食の時間をつくる工夫

(4) 学校・家庭・地域の連携

ア 学校情報を保護者・地域に積極的に発信する。

・各種便りの発行，ホームページ，メールによる情報発信

・授業参観，三者面談，家庭訪問（定期・随時）の実施

イ 保護者・地域からの意見や情報を積極的に得る工夫をするとともに，それらを教育活動の活性化に生

かす。

・学校関係者評価や学校公開等，学校評価の実施

・学校評議員会の開催

ウ 地域・保護者の教育力を積極的に活用し，地域の中の学校づくりを目指す。

・外部講師，地域の教育力を生かした授業等，諸活動の実践

・家庭・地域の教育力増強のための働き掛け
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地域広報便り「キャッチボール」から抜粋 資料７
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平成18年度１学期アンケート結果 資料８－１

19 道徳の授業「道徳の授業で心を揺さぶられたことがありましたか」 資料８－２

20 道徳の工夫「道徳の授業に興味をもって取り組むことができましたか」

21 教育相談「先生はあなたの言葉を親身に受けとめてくれていると思いますか」

23 生徒理解「先生方はあなたのことを理解してくれていると思いますか」

平成１８年度１学期アンケート結果
対象：全校生徒（上段）全教師（下段）
そう思う４点、少し思う３点、あまり思わない２点、全く思わない１点で集計

番 そう 少し あまり 全く 平均 番 そう 少し あまり 全く 平均
号 項 目 思う 思う 思わない 思わない (４点満点） 号 項 目 思う 思う 思わない 思わない (４点満点）

授業の開始にはチャイム着席で 51 39 8 2 3.4 道徳の授業で心をゆさぶられた 9 37 31 22 2.3
１
きましたか

19
ことがありましたか

チャイム着席をさせた授業の開
26 70 4 0 3.2

年間計画に基づいた道徳の授
0 21 57 21 2.0

始 業の実施（担任）

授業の開始や終了のあいさつは 39 47 11 3 3.2 道徳の授業に興味を持って取り 11 38 35 16 2.5
２
しっかりできましたか

20
組むことができましたか

授業の開始や終了時のあいさつ
58 33 8 0 3.5

道徳指導の工夫と指導力の向
6 29 53 12 2.3

上への努力

説明や発言を最後まで集中して 19 55 21 5 2.9 先生はあなたの言葉を親身に受 21 55 18 6 2.9
３
聞くことができましたか

21
けとめてくれていると思いますか

説明や発言を最後まで集中して
17 58 25 0 2.9

教育相談の力量向上への努力
5 50 35 10 2.5

聞く姿勢

予習や復習を行うことができまし 16 42 32 11 2.6 ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰや心の教室相談 6 0 0 94 1.2
４
たか

22
員に相談したことがありますか

予習や復習の習慣化
5 45 35 15 2.4

ＳＣ・心の教室相談員と連携した
5 37 47 11 2.4

指導

先生は、あなたの理解度にあっ 20 58 18 4 2.9 先生方はあなたのことを理解し 17 53 23 7 2.8
５
た授業を行ってくれたと思います

23
てくれていると思いますか

基礎・基本の定着と発展的な学
19 57 24 0 3.0

教師間の連携のもとの生徒理解
32 55 9 5 3.1

習をとり入れた指導 と支援

６ ＴＴや少人数での授業は効果があると 39 45 13 3 3.2 生徒一人一人が感動できる生徒 30 51 15 4 3.1
思いますか（数学・英語） 主体の学校行事（校外学習・キャンプ

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生徒

教師

(9.1%)

(0.0%)

(37.4%)

(21.2%)

(31.3%)

(57.6%)

(22.2%)

(21.2%)

そう思う 少し思う あまり思わない 全く思わない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生徒

教師

(21.0%)

(5.0%)

(55.0%)

(50.0%)

(18.0%)

(35.0%)

(6.0%)

(10.0%)

そう思う 少し思う あまり思わない 全く思わない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生徒

教師

(17.0%)

(31.7%)

(53.0%)

(54.5%)

(23.0%)

(8.9%)

(7.0%)

(5.0%)

そう思う 少し思う あまり思わない 全く思わない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生徒

教師

(11.0%)

(6.0%)

(38.0%)

(29.0%)

(35.0%)

(53.0%)

(16.0%)

(12.0%)

そう思う 少し思う あまり思わない 全く思わない
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平成19年度１学期アンケート結果 資料８－３

９ 基本的生活習慣「あいさつやきちんとした身だしなみ，言葉遣いはできましたか」

資料８－４

５ 個に応じた指導の工夫・改善・充実「先生はあなたの理解度に合った授業を行ってくれたと思い

ますか」

※ 肯定率（％）…「そう思う」「少し思う」を選んだ全体に対する割合を示す。

本校では，肯定率が80％を超せば目標は，ほぼ達成ととらえている。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生 徒

教 師

保護者

24.9%

21.4%

13.1%

55.1%

60.7%

47.4%

16.3%

17.9%

37.1%

3.7%

0.0%

2.5%

そう思う 少し思う あまり思わない 全く思わない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生 徒

教 師

保護者

34.5%

20.7%

16.4%

47.0%

55.2%

48.3%

14.1%

24.1%

31.8%

4.4%

0.0%

3.5%

そう思う 少し思う あまり思わない 全く思わない


